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すこやかクラブ京都

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
残

暑
こ
と
の
ほ
か
身
に
こ
た
え
る

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
お

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の
活
動
並
び
に

発
展
に
ご
協
力
･
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
の
第
13
回
会

員
総
会
で
は
、
多
く
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
栄
え
あ

る
第
27
代
京
都
市
長
に
ご
就
任
さ

れ
ま
し
た
松
井
孝
治
様
を
は
じ

め
、
担
当
局
長
、
区
長
を
来
賓
に

招
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
に

名
誉
会
長
と
し
て
松
井
孝
治
京
都

市
長
の
選
任
な
ど
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
年
初
か
ら
能
登

半
島
地
震
で
未
曽
有
の
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

の
「
能
登
半
島

地
震
災
害
救
援

拠
金
」
運
動
の

一
環
と
し
て
、
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
に
お
い
て
も
、
各
区
老

連
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
５
，

２
４
５
，
０
０
０
円
も
の
救
援
拠

金
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
ご
協
力

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
で
は
、
台
湾
の
花

蓮
で
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年

４
月
に
発
表
さ
れ
た
花
折
断
層
帯

を
震
源
と
す
る
地
震
の
被
害
想
定

で
は
、
府
内
の
死
者
数
は
、
約

４
７
０
０
人
、
建
物
の
被
害
と
し

て
全
壊
が
約
11
万
１
千
棟
に
の
ぼ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
活

動
方
針
の
ひ
と
つ
に
「
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
自
主
防
災
会
や
消
防
関
係

機
関
の
防
災
訓
練
等
に
参
加
す
る

こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。「
し

ん
ど
い
」「
邪
魔
く
さ
い
」
な
ど

と
思
い
参
加
し
て
い
な
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
ざ
と
い
う

時
、
頭
に
刷
り
込
ま
れ
た
対
処

法
が
自
然
と
行
動
に
出
て
き
ま

す
。
自
助
行
動
で
命
を
守
り
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
行
動
が
出
来

ま
す
。
我
々
は
、
地
域
活
動
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
普
段
の
行
動

の
積
み
重
ね
が
社
会
貢
献
並
び
に

自
ら
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

地
域
を
担
う
方
法
に
つ
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
見
つ
め
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
ま

だ
我
々
世
代
に
残
さ
れ
て
い
る
社

会
貢
献
の
方
法
は
数
多
く
待
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
く

の
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は

重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
未
加
入
者
へ
の
声
か
け
運

動
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
知
っ
て
も
ら

う
取
組
な
ど
、
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　

　

会
員
の
皆
様
に
は
「
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
」
の
発
展
に
向
け
、

引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

（
京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

会
長
　
西
村
　
忠
雄

ご
あ
い
さ
つ

　5月 27日㈪、ロームシ
アター京都サウスホールで、
すこやかクラブ京都第13回
会員総会が開催されました。
　開会宣言、西村会長の挨拶、松井孝治京都市
長からの来賓祝辞に続き、名誉会長の選任と報
告事項と議案について審議されました。
〈名誉会長の選任〉　
　〇�松井孝治京都市長が当クラブの名誉会長に

選任されました。
〈報告事項〉　
　〇�令和 5年度事業報告について
　〇�令和 6年度事業計画について
　〇�令和 6年度収支予算について
〈決議事項〉
　〇第１号議案　�令和 5年度収支決算について
　各議案は満場一致で承認され、議事が終了。

令和6年度　すこやかクラブ京都
第13回 会員総会を開催
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役　職 氏　名 区　分
会　長 代表理事 西村　忠雄 東山区老連会長
副会長 理　事 三浦　　明 南区老連会長
副会長 理　事 藤川　　泰 右京区老連会長
副会長 理　事 中村　洋子 市老連女性委員長

副会長 理　事 川島　康伸 市老連若手委員長
北区老連会長

理　事 関　　弘武 上京区老連会長
理　事 小林　次雄 左京区老連会長
理　事 村尾　典雄 中京区老連会長
理　事 粟津　昭夫 山科区老連会長
理　事 山﨑　謙二 下京区老連会長
理　事 前田　照彦 西京区老連会長
理　事 宮本　政義 伏見区老連会長
理　事 小森　壽子 市老連女性副委員長
理　事 大野　裕美 市老連女性副委員長
理　事 橋本　雅充 市老連若手副委員長
理　事 岡　　克彦 京都市健康長寿推進担当課長

常務理事 田中　　均 市老連事務局長
理　事　17 名

監　　事 木村　信一 左京区老連
監　　事 福井　隆郎 中京区老連

監　事　  ２名

令和6年度 京都市老人クラブ連合会役員

令和6年度 市老連事業推進委員会正副委員長
区　　分 役　職 氏　名

研 修 委 員 会
委 員 長 小林　次雄
副委員長 村尾　典雄

体 育 委 員 会
委 員 長 前田　照彦
副委員長 関　　弘武

奉仕活動委員会
委 員 長 山﨑　謙二
副委員長 川島　康伸

福利厚生委員会
委 員 長 三浦　　明
副委員長 宮本　政義

広 報 委 員 会
委 員 長 藤川　　泰
副委員長 粟津　昭夫

女 性 委 員 会
委 員 長 中村　洋子
副委員長 小森　壽子
副委員長 大野　裕美

若 手 委 員 会
委 員 長 川島　康伸
副委員長 橋本　雅充

◆特別委員会
会員増強、組織の活性化
プラン推進委員会

委 員 長 西村　忠雄
副委員長 田中　　均

月 日 行 事 名 開催場所等
8月14日㈬ 囲碁・将棋大会 ひと・まち交流館京都

9月12日㈭ 区老連持ち回りウォーキング
（左京区担当）

宝が池公園北園～高野
川（北泉橋）～出町柳

9月15日㈰
　～21日㈯ 敬老の日・老人週間

9月19日㈭ 
　（20日㈮） 低い山を登る会 氷室

9月20日㈮ 全国一斉「社会奉仕の日」

9月27日㈮ すこやかクラブ京都大会 
（金婚・長寿のお祝い、その他各種表彰）

ロームシアター
京都サウスホール

10月 女性委員会秋のリーダー研修会

10月8日㈫・9日㈬ 
（10日㈭・11日㈮） グラウンド・ゴルフ大会 岩倉東公園

グラウンド

10月16日㈬ 区老連持ち回りウォーキング（伏見区担当） 竹田公園～七条大
橋～三条大橋

10月19日㈯
～２２日㈫ ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４ 鳥取県

10月24日㈭ 
　  （25日㈮） 低い山を登る会 音羽山

10月29日㈫
　  （30日㈬） ペタンク大会 岩倉東公園

グラウンド
11月7日㈭
　  （8日㈮） 低い山を登る会 比叡山

11月20日㈬
　～21日㈭ 全国老人クラブ大会 神奈川県

11月 区老連持ち回りウォーキング（下京区担当）

11月 女性委員会秋のハイキング

12月 区老連持ち回りウォーキング
（中京区老連担当）

12月6日㈮ ボウリング大会 MK ボウル上賀茂

令和7年1月 区老連持ち回りウォーキング
（1 月：上京区担当）
健康づくり教室

（大阪ガスグループ福祉財団共催）
区老連持ち回りウォーキング

（2 月：右京区担当）

健康づくり活動発表会

親睦・交流旅行

すこやかクラブ京都作品展（3月7日・8日）

3月 区老連持ち回りウォーキング
（3 月：北区担当）

令和6年度 市老連行事予定（８月～３月）

※（　）は雨天予備日

～
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高齢者を取り巻く現状
①高齢化の現状と将来像
〇�全国の 65 歳以上の高齢者人口は 3,623 万（令和 5 年 9 月 15 日）で

総人口に占める割合は 29.1％
〇�全国の 65 歳以上の高齢就業者数は 19 年連続増加し、令和 4 年は 912

万人で就業率は 25.2％ （70 歳から 74 歳までは 33.5％）
〇�京都市の 65 歳以上の高齢者人口は約 41 万 990 人（令和 5 年 9 月 15 日）

で総人口に占める割合は 28.5％
②高齢社会対策について
〇�日本は、高齢化の進展により介護や支援を要する方、認知症の方が今後

さらに増加
〇 �2040 年までに健康寿命を 2016 年と比べて 3 年以上伸ばし、75 歳以

上とする「健康寿命延伸プラン」
〇�人生 100 年時代といわれる現在、誰もが健康で安心して、生きがいの

ある生活を送ることができる健康長寿社会を築くことが重要
老人クラブの現状と役割
〇�全国の老人クラブ会員数は平成 10年が過去最高で約 880万人であったが、

　令和 4年 3月には会員数が約 438万人となり、25年間で約 400万人減少
〇�全老連では、平成 22 年から平成 24 年までの 3 年間、「老人クラブ活

性化 3 か年計画」を更に、平成 26 年から平成 30 年までの 5 年間、「100
万人会員増強運動」の取組を推進

〇�すこやかクラブ京都の会員数は昭和 60 年が過去最高 8 万 3 千人で
あったが、令和 5 年には約 4 万 3 千人となり、ピーク時から約 4 万人、
48％減少
今年度の基本方針
　全国老人クラブのメインテーマ「のばそう！健康寿命、担おう！地域づ
くりを」のもと、年々減少する老人クラブ会員数に歯止めをかける。
　市老連、区老連、単位クラブをあげて、地域団体との連携を密にするな
ど、入会の声かけなどの勧誘活動を行うとともに、そのためのクラブ活動
のＰＲを積極的に進めましょう。
①�市老連、区老連、単位クラブをあげて、地域団体との連携を密にするな

ど、入会の声かけなどの勧誘活動を行うとともに、そのためのクラブ活
動のＰＲを積極的に進めましょう。

②�継続的な役員の成り手を生み出すためのクラブリーダーの育成などによ
り、クラブ組織の活性化や解散クラブの防止に努めましょう。

【女性委員会】
①ハイキング（春季・秋季）の開催
②女性リーダー研修会（夏季・秋季）の開催
③「健康づくり活動発表会」の開催
【若手委員会】
①区老連持ち回りウォーキングの毎月開催（夏季を除く。）
②「低い山を登る会」（年５回）の開催
③トレッキングツアー（夏季）の開催
④将来のクラブを担う新たなリーダー人材を発掘・育成

【福利厚生委員会】
①囲碁・将棋大会の開催　　②親睦・交流旅行の開催
③老人クラブ保険への加入促進
【研修委員会】
①委員会での情報交換や意見交換をもとに各区老連での研修を推進
②区老連が企画開催する研修等を支援
【奉仕活動委員会】
①安心・安全の住みよい「まちづくり」を目指す地域づくり活動の推進
②高齢者の孤立・孤独を防ぐ仲間づくりの推進
③地域単位で高齢者の暮らしを支援していく健康づくり活動、友愛活動の充実

【会員増強、組織の活性化プラン推進委員会】
　令和４年１月に策定した「会員増強、組織の活性化プラン」の取組状況、
プランのブラッシュアップや情報交換を行うことで会員減少に歯止めをか
ける取組を推進
【その他重要な取組】
①すこやかクラブ京都会員総会の開催
②すこやかクラブ京都大会の開催
③すこやかクラブ京都作品展の開催
④すこやかクラブ京都「健康づくり教室」の開催
⑤全老連、近老協との連携した取組

【体育委員会】
①グラウンド・ゴルフ大会の開催　　②ペタンク大会の開催
③ボウリング大会の開催　　　　　　④新たな高齢者向けのニュースポーツの調査・検討
【広報委員会】
①市老連、区老連で発行している広報紙の紙面内容の充実
②�会員内外へ活動情報を掲示し発信する「すこやかクラブ京都広報板」の

設置拡大
③�クラブの活動情報を広く発信し、老人クラブへの関心を高めるためのホー

ムページ内容の充実大
④未加入者への入会案内チラシの充実

〇�会員募集ポスターやチラシ、入会案内、機関紙などを作成し、町内回
覧や対象者への配布などによる周知の推進
〇空白地帯の自治連との連携によるクラブ活動や入会案内の周知
〇見守り活動や清掃活動などの地域活動との連携
〇区役所などの行政機関や地域団体との連携

行動目標①  自治会、町内会との連携による会員の加入促進
〇役員の役割分担による後継者の育成
〇�会員増強及び広報活動強化に向けた研修会やリーダー研修会の実施
〇クラブリーダーの後継者難による解散クラブを防止

行動目標③　クラブリーダーの育成・確保

〇会員ニーズに沿った魅力あるクラブ活動の実施
〇身体の弱い人、外出しにくい人でも参加できる居場所づくり
〇気軽な会食懇談会の開催による情報交換
〇身近な公園での健康体操などの実施

行動目標④　魅力あるクラブ活動の創出

〇学区単位などで、複数のリーダーによる未加入者への勧誘
〇入会案内チラシや機関紙を作成し、魅力ある活動内容の周知徹底
〇会費について、入会しやすいようできる限り安価に設定
〇未加入者への体験参加を推進

行動目標②　地道な「声かけ」運動
《2月、3月は未加入者への「声かけ」運動強化期間》

令和6年度 事業計画（概要）

今年度の行動目標
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朝
日
影
万
緑
眩
し
嵐
山

（
北
区
・
鷹
峯
学
区
　
谷
口
　
時
惠
）

入に
ゅ
ば
い梅
し
柳
す
だ
れ
が
涼
し
げ
に

（
北
区
・
鳳
徳
学
区
　
池
上
　
　
修
）

夕
風
に
ひ
ょっ
と
振
り
む
く
猫
じ
ゃ
ら
し

（
北
区
・
紫
明
学
区
　
高
橋
　
　
暉
）

開
き
初
む
恥
じ
ら
ふ
さ
ま
に
木ぼ

け瓜
の
花

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
　
北
田
　
和
枝
）

薫
る
風
堂ど
う

あ
け
は
な
つ
高
野
山

（
北
区
・
紫
明
学
区
　
上
田
　
信
子
）

酒
樽
の
奥
よ
り
祝の
り
と詞
菊
香
る

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
　
青
山
　
征
男
）

百さ
る
す
べ
り

日
紅
ほ
ん
の
り
や
さ
し
恋
ご
こ
ろ

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
　
恩
田
美
枝
子
）

う
つ
む
き
し
鳥
と
目
の
合
う
山
滴
る

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
　
古
澤
夕
起
子
）

出
づ
る
虫
狙
ひ
て
一
日
庭
の
猫

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
　
玉
城
　
綾
女
）

袴
着
を
纏
ひ
つ
つ
結
ぶ
子
と
の
距
離

（
左
京
区
・
北
白
川
学
区
　
吉
村
紀
代
子
）

大
ミ
ミ
ズ
そ
っ
ち
は
道
路
草
む
ら
へ

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
　
三
好
　
幸
子
）

大
文
字
ビ
ル
の
脇
よ
り
少
し
見
え

（
左
京
区
・
修
学
院
学
区
　
上
田
ト
ミ
子
）

夏な
つ

蝶ち
ょ
う

の
舞
ふ
川
沿
ひ
の
散
歩
道

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
　
村
尾
　
和
子
）

つ
む
じ
風
夜
警
の
声
に
年
お
し
む

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
　
齊
尾
加
津
子
）

夏
つ
ば
き
小
さ
な
花
咲
く
道
が
好
き

（
東
山
区
・
六
原
学
区
　
山
崎
　
妙
子
）

ク
ラ
ス
会
七し
ち
じ
ゅ
う十
過
ぎ
て
も
お
い
お
前

映
り
見
る
地
面
に
浮
か
ぶ
紅
葉
か
な

（
東
山
区
・
清
水
学
区
　
大
井
　
秀
民
）

初
ひ
孫
八
十
路
す
ぎ
て
の
腕
の
中

（
山
科
区
・
百
々
学
区
　
八
木
　
政
美
）

小
雨
ふ
り
燕
飛
び
交
う
去こ

ぞ年
の
軒

（
山
科
区
・
鏡
山
学
区
　
山
元
喜
久
子
）

カ
エ
ル
見
て
今
夜
の
宛あ
て

は
湯
豆
腐

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
　
菱
田
　
佳
一
）

薫く
ん
ぷ
う風
や
渋
滞
覚
悟
の
旅
支
度

（
下
京
区
・
豊
園
学
区
　
吉
田
　
法
子
）

祗
園
絵
や
稚
児
の
く
ち
も
と
一
文
字

（
下
京
区
・
淳
風
学
区
　
戸
出
　
　
瞳
）

湖
畔
宿
星
座
ひ
と
き
は
光
り
持
つ

（
下
京
区
・
淳
風
学
区
　
長
谷
川
き
よ
子
）

冬
霞
昨
日
の
誠て
き

今
日
の
嘘

（
南
区
・
山
王
学
区
　
白
川
冨
佐
子
）

病わ
く
ら
ば葉

も
庭
の
賑
わ
ひ
侘
住
ま
ひ

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
　
林
田
　
紀
子
）

琵
琶
湖
畔
巡
れ
る
道
に
木あ
け
び通

爆は

ぜ

（
右
京
区
・
花
園
学
区
　
青
嶋
と
し
ゑ
）

托た
く
は
つ鉢

の
声
か
と
出
れ
ば
秋
の
雨

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
　
谷
口
　
春
子
）

夏
布
団
蹴
ら
れ
け
ら
れ
て
一
夜
明
け

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
　
北
　
　
悦
子
）

梳く
し
け
ず

る
人
魚
の
砦
や
三
船
祭

（
西
京
区
・
松
尾
学
区
　
新
宮
　
照
彦
）

夏
衣
吊
れ
ば
風
来
る
季
の
あ
そ
び

切
り
口
を
探
す
ラ
ッ
プ
に
西
日
か
な

（
伏
見
区
・
醍
醐
学
区
　
岡
本
登
志
子
）

公
園
の
筋
ト
レ
続
け
て
十
余
年

　

変
わ
ら
ぬ
景
色
に
米
寿
の
健
康

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
　
北
村
　
令
子
）

今
は
亡
き
習
い
掛
け
軸
友
が
書
く

　

想
い
出
残
す
永と

わ遠
の
筆ふ
で
あ
と迹

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
　
河
井
　
克
彦
）

草
む
し
り
一
寸
一
服
見
上
げ
れ
ば

　

元
気
出
し
て
と
新
芽
が
の
ぞ
く

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
　
佐
々
木
弥
生
）

大
文
字
の
火
二
階
に
見
遣
り
つ
つ

　

夫
の
御
魂
に
手
を
合
わ
せ
た
り

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
　
岩
佐
美
恵
子
）

患
い
て
食
細
く
な
る
母
所
望

　

さ
ば
鮨
三
口
「
美
味
し
か
っ
た
」
と

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
　
宮
崎
　
君
子
）

心
地
よ
き
球
の
ひ
び
き
に
足
止
め

　

ハ
ス
ラ
ー
と
生
き
ん
父
な
つ
か
し
む

（
左
京
区
・
吉
田
学
区
　
林
　
　
明
子
）

雲
ひ
と
つ
浮
か
ば
ぬ
空
を
見
上
ぐ
れ
ば

　

か
す
か
に
見
ゆ
る
昼
の
三
日
月

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
　
矢
野
　
郁
子
）

指
先
の
ひ
び
割
れ
テ
ー
プ
は
が
し
つ
つ

　

一
足
早
く
梅
の
花
見
る

（
中
京
区
・
教
業
学
区
　
山
口
　
勇
夫
）

身
代
り
か
家
宝
の
紅
葉
突
然
死

　

こ
れ
を
励
み
に
白
寿
を
め
ざ
す

（
山
科
区
・
山
階
学
区
　
大
野
木
雅
敏
）

震
災
の
映
像
見
つ
つ
ふ
と
浮
か
ぶ

　

強
制
疎
開
に
壊
さ
れ
し
家

（
山
科
区
・
山
階
学
区
　
西
田
冨
美
代
）

書
き
終
え
た
絵
馬
に
袋
を
か
ぶ
せ
た
り

　

過
ぎ
た
願
い
に
人
目
気
に
し
て

（
山
科
区
・
鏡
山
学
区
　
吉
田
　
知
子
）

誕
生
日
寝
起
き
に
届
く
コ
ー
ヒ
ー
は

　

鬼
嫁
返
上
鬼き

め
ん面
仏ぶ
っ
し
ん心

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
　
菱
田
　
佳
一
）

闘
病
の
同と

も志
の
訃
報
に
祈
り
を
捧
ぐ

　

黄
昏
の
海
波
は
静
か
に

（
下
京
区
・
豊
園
学
区
　
吉
田
　
法
子
）

肌
寒
き
宿し

ゅ
く
う雨

の
続
く
休
日
は

　

嫁
に
連
れ
ら
れ
夫つ

ま

を
見
舞
い
ぬ

（
南
区
・
陶
化
学
区
　
梅
垣
　
照
子
）

葦よ
し
ぶ
え笛
の
御
霊
届
け
し
哀
悼
歌

　

雄
々
し
き
姿
し
み
じ
み
慕
ふ

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
　
長
谷
川
千
恵
子
）

隧ず
い
ど
う道
を
抜
け
れ
ば
早は
や

も
た
そ
が
れ
の

　

清
滝
の
里
に
蛍
を
追
い
し

（
右
京
区
・
北
梅
津
学
区
　
宇
都
宮
壮
一
）

月
あ
か
り
う
す
れ
ゆ
く
人
の
面
影
を

　

深
く
心
に
き
ざ
み
こ
む
な
り

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
　
北
村
　
秀
子
）

暑
き
中
精
霊
迎
え
墓
参
道

　

我
待
つ
ご
と
き
飛
ぶ
道
し
る
べ

（
西
京
区
・
松
尾
学
区
　
会
津
　
昌
工
）

月
見
草
夜
道
に
咲
き
て
耀
き
し

　

父
母
の
光
や
恋
し
け
り

（
西
京
区
・
新
林
学
区
　
野
原
加
代
子
）

わ
が
胸
に
ひ
そ
か
に
か
ら
む
残
り
糸

　

く
れ
な
い
色
は
今
も
ほ
ん
の
り

（
西
京
区
・
新
林
学
区
　
木
村
加
代
子
）

町ま
ち

対
抗
少
女
が
あ
や
つ
る
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル

　

変
幻
自
在
に
七
十
九
K
K

（
西
京
区
・
新
林
学
区
　
野
間
　
幸
男
）
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ス
マ
ホ
持
ち
使
い
こ
な
せ
ば
皆
博
士

（
北
区
・
柊
野
学
区
　
田
中
ア
イ
子
）

自
画
像
に
娘
が
足
し
た
泣
き
ぼ
く
ろ

（
北
区
・
柊
野
学
区
　
芦
澤
　
弘
子
）

介
護
施
設
仲
間
の
ケ
ア
が
友
救
う

（
左
京
区
・
修
二
学
区
　
嶋
　
健
之
祐
）

定
年
後
早
寝
早
起
き
守
っ
て
る

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
　
三
好
　
幸
子
）

高
々
齢
歩ほ
よ
く欲

食
欲
欲
張
っ
て

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
　
齊
尾
加
津
子
）

花
壇
に
て
自
然
の
摂
理
教
え
ら
れ

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
　
村
尾
　
典
雄
）

寝
過
ご
し
た
朝
の
太
陽
ま
ぶ
し
す
ぎ

岩
蔭
へ
河
童
よ
ぎ
っ
た
波
し
ぶ
き

（
東
山
区
・
今
熊
野
学
区
　
武
内
　
幸
子
）

四
条
通
観
光
タ
ク
シ
ー
駐
車
場

（
東
山
区
・
修
道
学
区
　
西
村
　
忠
雄
）

こ
の
杖
は
私
の
大
事
恋
人
よ

桜
咲
く
何
も
し
ら
ず
に
能
登
の
地
で

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
　
菱
田
　
佳
一
）

カ
ク
テ
ル
や
頬
ほ
ん
の
り
と
バ
ス
の
旅

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
　
髙
橋
か
ほ
る
）

耐
へ
忍
ぶ
…
八
十
路
半
ば
の
木
蔭
か
な

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
　
田
中
千
恵
子
）

若
き
頃
米
寿
に
向
か
う
と
は
ゆ
め
の
夢

（
右
京
区
・
北
梅
津
学
区
　
北
西
　
　
弘
）

へ
そ
く
り
の
場
所
を
忘
れ
て
妻
に
聞
く

（
右
京
区
・
安
井
学
区
　
藤
谷
　
敏
彦
）

暮
ら
す
今
卒
寿
を
迎
え
感
謝
し

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
　
内
田
　
　
巖
）

昭
和
時
代
た
の
し
い
日
々
も
今
む
か
し

（
西
京
区
・
新
林
学
区
　
山
本
　
舜
二
）

待
つ
人
の
こ
ぬ
賀
状
ま
つ
小
正
月

（
西
京
区
・
新
林
学
区
　
鈴
木
　
嘉
一
）

　

令
和
６
年
３
月
16
日
㈯
・

17
日
㈰
の
両
日
、
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
作
品
展
を
み
や

こ
め
っ
せ
地
階
の
日
図
デ
ザ

イ
ン
博
物
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が

多
数
出
品
さ
れ
、
多
岐
に
わ

た
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
作
品
展
に
は
、

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の
名

誉
会
長
に
新
た
に
就
任
い
た

だ
い
た
松
井
孝
治
京
都
市
長

及
び
吉
田
副
市
長
も
お
越
し

に
な
り
、
各
区
老
連
の
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

た
会
員
か
ら
は
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
会
員
の
皆

様
の
書
道
、
絵
画
、
写
真
、

手
芸
品
な
ど
2
0
0
0
点
を

超
え
る
力
作
が
展
示
さ
れ
、

連
日
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
㈭
、
京
都
府
民
総

合
交
流
プ
ラ
ザ
京
都
テ
ル
サ
に

お
い
て
令
和
6
年
度
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
開
か
れ
、
近
畿
2
府
4

県
か
ら
府
・
県
・
市
の
10
連
合

が
参
集
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
基
調
報
告
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」、

講
演
「
超
高
齢
社
会
を
生
き
抜

く
条
件
」
と
続
き
、
午
後
は
4

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
事
例
発
表
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
市
老
連
か
ら
は
、
第
1

分
科
会
（
テ
ー
マ
：
健
康
づ
く

り
の
推
進
〜
フ
レ
イ
ル
予
防
を

目
指
し
て
〜
）
で
、
北
区
老
連

の
小
森
壽
子
副
会
長
が
健
康
づ

く
り
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

閉
会
の
式
典
で
は
、
京
都
市

老
連
会
長
の
西
村
忠
雄
近
畿
老

人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
副
会
長

が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
研

修
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

すこやかクラブ京都
作品展の開催

令
和
６
年
度

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

お問い合わせは、
すこやかクラブ京都 事務局（☎075-354-8744）

すこやかクラブ京都

【URL】http://kc-roren.sakura.ne.jp

あなたも楽しい仲間づくり、
　素敵な時間づくりに参加しませんか？
　すこやかクラブ京都は、健康づくり活動、高齢
者が相互に支える友愛活動、楽しい趣味活動、
地域に貢献する社会奉仕活動などさまざまな活動
を行っています。あなたの入会をみんなで待って
います♪活動内容、年間行事、活動報告や各区
老連事業などの最新情報がパソコンやスマート
フォンからご覧になれます！ また、リンクか
らは健康づくりに関する情報もご確認いただけ
ますのでぜひご利用ください♪
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若
手
会
員
の
活
力
を
ク
ラ
ブ
活
動

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
度
は
区
老
連
持
ち
回
り
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
低
い
山
を
登
る
会
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
実
施
し
、
事
業
参
加
者
は
延

べ
７
，
６
５
０
名
で
し
た
。

　

今
年
度
も
区
老
連
持
ち
回
り
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
年
10
回
、
低
い
山
を

登
る
会
を
年
5
回
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
7
月
24
・
25
日
と
25
・

26
日
の
2
班
に
分
け
て
行
っ
た
木
曽

駒
ヶ
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
つ

い
て
は
、
次
号
に
て
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
５
日
㈮
、「
春
の

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」（
担
当
：
西
京
区
）
を
開
催
し
、

参
加
者
は
４
７
１
名
で

し
た
。
お
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
小
畑
川
中
央
公

園
か
ら
竹
の
径
や
公
園

沿
い
の
桜
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。
５

月
10
日
㈮
「
南
山
科
・

再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

（
担
当
：
山
科
区
）
の
参

加
者
は
６
０
１
名
。「
名

神
起
工
の
地
・
旧
東
海
道
線
山
科
駅

跡
」
や
「
岩
屋
神
社
」
な
ど
南
山
科

の
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
、
新
緑
の
中

を
歩
き
ま
し
た
。
６
月
12
日
㈬
「
紫

陽
花
と
新
緑
の
東
山
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」（
担
当
：
東
山
区
）
の
参
加
者

は
6
6
2
名
。
新
日
吉
神

宮
を
出
発
し
、
智
積
院
の

紫
陽
花
を
楽
し
ん
だ
の

ち
、
東
福
寺
、
伏
見
稲
荷

ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
「
低
い
山
を
登
る
会
」

は
、
体
力
づ
く
り
に
、
よ

り
力
を
入
れ
る
た
め
筋
力

強
化
を
目
的
に
年
5
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
『
め
ざ
せ
！
健

康
長
寿
』
を
合
言
葉
に
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
新
し
い
仲
間
も
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

若
手
委
員
会
事
業
報
告

　

女
性
委
員
会
で
は
春
と
秋
の
年
２

回
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

★
秋
『
琵
琶
湖
湖
岸
ハ
イ
キ
ン
グ
』

　

令
和
5
年
12

月
6
日
㈬
、
前

夜
雨
が
降
り
朝

方
は
冷
え
込
ん

だ
も
の
の
雲
一

つ
な
い
晴
天
に

恵
ま
れ
、
絶
好

の
ハ
イ
キ
ン
グ

日
和
と
な
り
ま

し
た
。
大
津
港

広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
静
か
で
青
い

琵
琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
膳
所
城
跡
公

園
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
歩
く

★
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

令
和
５
年
12
月
１
日
㈮
、
M
K
ボ

ウ
ル
上
賀
茂
に
お
い
て
「
令
和
５
年

度
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

１
９
０
名
が
午
前
・
午
後
の
2
部
に

分
か
れ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
１
位
か
ら
第
３
位
に
は
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
し
、
飛
び
賞
、

B
B
M
賞
等
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
地
点
の
膳
所
城
跡
公
園
の

紅
葉
も
大
変
き
れ
い
で
、
参

加
者
の
方
た
ち
は
思
い
思
い

の
場
所
で
景
色
を
眺
め
な
が

ら
昼
食
を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
４
７
２
名
の
う
ち

１
０
０
名
程
の
方
た
ち
は
石
山
駅
ま

で
更
に
歩
い
て
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し

た
。

★�

春
『
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
』

　

女
性
委
員
会
春
の
ハ
イ

キ
ン
グ
は
２
班
に
分
け

て
、
令
和
6
年
６
月
４
日

㈫
と
６
日
㈭
に
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
へ
向
か
い
ま
し
た
。
各
区

か
ら
９
３
９
名
（
１
班
５
０
１
名
・

バ
ス
12
台
。
２
班
４
３
８
名
・
バ
ス

10
台
）
と
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
帰
り
の
お
買
い
物
の
際

の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
帰
り
の
出
発

を
30
分
の
時
間
差
を
設
け
て
行
い
ま

し
た
。

　

兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

は
、
46‌

ha
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
園
内

の
中
央
に
水
鳥
の
遊
ぶ『
亀
ノ
倉
池
』

を
配
し
、
池
を
囲
む
よ
う
に
広
が
る

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
花
壇
や
樹
木
園
が

あ
る
季
節
に
よ
り
表
情
を
変
え
る
花

と
緑
の
公
園
で
す
。

　

園
内
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
上
り

下
り
の
あ
る
山
の
中
を
約
60
分
歩
く

A
コ
ー
ス
と
、
平
坦
な
道
の
亀
ノ
倉

池
の
ま
わ
り
を
約
30
分
歩
く
B
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
自
然
の
情
緒
あ
ふ

れ
る
中
で
の
ん
び
り
と
楽
し
い
ハ
イ

キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後

は
、
大
温
室
の

ベ
ゴ
ニ
ア
や
ス

ト
レ
プ
ト
カ
ー

パ
ス
、
熱
帯
・

亜
熱
帯
地
方
の

花
や
植
物
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会

で
は
秋
に
宇
治

方
面
で
の
ハ
イ

キ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
自
然

の
中
を
歩
く
こ
と
は
、
身
体
だ
け
で

な
く
心
に
も
良
い
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
心
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
是

非
、誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

順　位 氏　名 区 点数 HDCP
優　勝 宮原　祐吉 上京 447 20
準優勝 寺島　達郎 南 425 20
第３位 大垣　　光 南 395 20
第４位 片木　　修 中京 392 20
第５位 石田　和男 右京 386 20

体
育
委
員
会
事
業
報
告

女
性
委
員
会
事
業
報
告

令和６年度　低い山を登る会
〇第 1 回「松尾山」4 月 16 日㈫　参加者 148 名
　松尾公園～西芳寺（苔寺）～松尾山～阪急嵐山駅前【約6㎞】
〇第 2 回「菖蒲谷池」5 月 22 日㈬　参加者 169 名
　嵯峨公園～大覚寺～菖蒲谷池～大覚寺【約８.5㎞】

～今後の開催日程～
〇第 3 回「氷室」9 月 19 日㈭　雨天予備日　9 月 20 日㈮
　鷹峯～京見峠～氷室口～氷室神社～盗人谷～西賀茂橋【約10㎞】
〇第 4 回「音羽山」10 月 24 日㈭　雨天予備日　10 月 25 日㈮
　蝉丸神社～音羽山～牛尾観音～小山バス停【約8.5㎞】
〇第 5 回「比叡山」11 月 7 日㈭　雨天予備日　11 月 8 日㈮
　八瀬～比叡山～大原【約10㎞】

■大会結果

（敬称略）
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中京区　コーラス

南区　コーラス

東山区　コーラス北区　コーラス西京区　コーラス

西京区　リズム体操東山区　レクダンス右京区　盆踊り

左京区　社交ダンス伏見区　フラダンス 南区　レクダンス

下京区　太極拳 下京区　レクダンス右京区　社交ダンス

東山区　社交ダンス 左京区　三味線と唄北区　レクダンス

伏見区　銭太鼓 右京区　フォークダンス山科区　レクダンス

　令和 6 年 2 月 9 日㈮、京都市呉
竹文化センターにおいて、健康づ

くり活動発表会を開催しました。出演演目 10 種目、出演者 328 名、スタッフ・観
客数含め合計 640 名と昨年より 100 名増え、会場は熱気に包まれていました。
　午前の部はコーラスです。5 つの区老連（南・中京・西京・北・東山）が出演。震
災の復興や平和を願い「小さな空」、会場の皆様も一緒に口ずさめるように編曲した「わ
らべうたメドレー」、「ふるさと」「君をのせて」「ふれあい」など全部で 15 曲が披露
されました。
　午後の部は、フラダンス（伏見）から始まり、レクリエーションダンス（南・北・東山・
下京・山科）、社交ダンス（左京・東山・右京）、三味線と唄（左京）、盆踊り（右京）、
リズム体操（西京）、太極拳（下京）、銭太鼓（伏見）、フォークダンス（右京）まで、
9 種目が披露されました。今回は演目ごとに見所やグループ紹介も盛り込まれ、発表
への熱い思いや普段の練習の様子なども伝わってきました。各区女性委員の方々には
会場の準備や運営に多大なご協力を賜り、誠にありがとうございました。次回も多く
の方々のご参加、または観覧いただきますことを願っています。

健康づくり活動発表会
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◆
本
年
度
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト

　

5
月
15
日
㈬
、
京
都
市
下
京
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
下
京
区

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令
和

6
年
度
通
常
総
会
が
、各
学
区
長
、

若
手
並
び
に
女
性
委
員
長
が
集
ま

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
報
告
事
項
と
し
て
、
令
和

5
年
度
の
事
業
報
告
と
会
計
決
算

報
告
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
。
続
い
て
令
和
6
年
度
の
事

業
計
画
を
山
﨑
会
長
か
ら
、
同
女

性
委
員
会
事
業
計
画
を
大
野
委
員

長
か
ら
、
ま
た
西
川
若
手
委
員
長

か
ら
、
若
手
委
員
会
の
年
間
計
画

は
じ
め
、
下
京
シ
ル
バ
ー
「
歩
こ

う
会
」
の
年
間
予
定
表
、
年
に
50

回
近
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習

日
の
日
時
と
場
所
の
一
覧
が
提
案

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
本
年
度
の
事
業
を
支

え
る
会
計
予
算
が
永
松
会
計
か
ら

提
案
、
こ
ち
ら
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

5
月
20
日
㈪
午
後
か
ら
、ひ
と
・

ま
ち
交
流
館
京
都
で
、
樹
下
下
京

区
長
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
お

招
き
し
、
令
和
6
年
度
下
京
区
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
会
員
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1

部
の
式
典
の
中
で
、
下
京
区
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
独
自
に

行
っ
て
い
る
、
結
婚
40
年
を
お
祝

い
す
る
「
ル
ビ
ー
婚
」
の
祝
賀
を

行
い
、
今
年
度
表
彰
の
13
組
を
代

表
し
て
、
植
柳
学
区
の
笠
川
様
ご

夫
婦
に
祝
賀
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ご
夫
婦
揃
っ

て
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

平
成
30
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
永
年
下
京
区

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
今
年
度
に
理

事
を
退
任
さ
れ
た
植
柳

学
区
の
太
田
榮
一
様
に

功
労
者
表
彰
を
行
い
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

第
2
部
、
芸
能
会
で

は
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
で
11
学
区
12
組
が

自
慢
の
喉
を
披
露
し
、

光
徳
学
区
若
沙
会
の
民
謡
「
隠

岐
祝
い
音
頭
」、
舞
踊
同
好
会
菊

の
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
「
古
都
逍

遥
」
に
続
き
、
中
国
北
京
市
出
身

ジ
ャ
ー
・
ビ
ン
氏
に
よ
る
二
胡
の

調
べ
に
心
を
奪
わ
れ
て
、
盛
会
の

内
に
締
め
く
く
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
事
業
も
始
ま
っ
た
ば
か

り
、
忙
し
く
続
く
下
京
区
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
・
事

業
計
画
に
向
け
て
、
会
員
の
皆
さ

ん
、
役
員
一
同
が
心
を
一
つ
に
し

た
ひ
と
時
で
も
有
り
ま
し
た
。

（
副
会
長
　
大
田
垣
義
夫
）

区
老
連
事
業
報
告

下
京
区
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◆�

長
浜
・
関
ヶ
原
方
面
・
日
帰

り
旅
行

　

伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
恒
例
の

日
帰
り
旅
行
で
12
月
12
日
に
長

浜
・
関
ヶ
原
方
面
に
行
き
ま
し

た
。
前
日
か
ら
の
雨
も
朝
に

は
上
が
り
、
参
加
者
２
１
０

名
、
バ
ス
６
台
に
て
分
乗
。
各

地
か
ら
８
時
に
出
発
、
最
初
の

目
的
地
の
長
浜
に
向
か
い
ま
し

た
が
、
途
中
、
彦
根
付
近
か
ら

嫌
な
雲
行
き
、
早
く
も
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
に
雨
粒
が
。
嫌
な
予

感
は
的
中
。
雨
脚
が
増
し
て
き

た
所
で
、
長
浜
に
到
着
。
傘
を

差
し
な
が
ら
の
思
い
思
い
の
散

策
。

　

黒
壁
・
ガ
ラ
ス
工
房
・
芝
居

小
屋
等
を
見
学
。
早
く
も
奥
様

た
ち
の
お
土
産
の
買
物
が
始
ま

り
ま
し
た
。
次
の
目
的
地
の

関
ヶ
原
で
は
雨
も
上
が
り
、
昼

食
は
牛
肉
の
食
べ
比
べ
に
飲
ん

で
食
べ
て
満
足
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
お
土
産
を
沢
山
買
物
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
目
玉
で
あ
る
、
お
土
産
７
種

類
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
時
間
通
り
次
の
目
的
地
、

岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館

に
て
約
１
時
間
余
り
の
見
学
。

関
ヶ
原
の
戦
い
の
各
武
将
の
生

き
ざ
ま
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
て
解

説
。
別
の
場
所
で
、
兜
・
陣
羽

織
・
刀
を
着
用
し
て
の
記
念
写

真
コ
ー
ナ
ー
。
す
っ
か
り
武
将

の
気
分
。
皆
の
者　

頭
が
高

い
ー
…
…

　

お
土
産
も
そ
こ
そ
こ
に
バ

ス
に
乗
り
込
み
各
地
域
の
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。「
楽
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
に
満
足
度

１
０
０
％
の
旅
行
で
し
た
」
と

の
お
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
長
　
中
西
　
　
昇
）

◆�

☆
ミ
ニ
健
康
づ
く
り
の
集
い
☆

へ
の
誘
い

　

陽
春
の
3
月
25
日
㈪
西
京
区

役
所
に
於
い
て
「
明
る
く
・
い

き
い
き
過
ご
そ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
「
ミ
ニ
健
康
づ
く
り
の

集
い
」
を
開
催
。
男
女
77
名
が

集
い
、
午
後
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
方
や
運
動
に
慣

れ
な
い
方
な
ど
会
場
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
、「
い
き
い
き

体
操
」
＆
「
京
都
市
老
連
の

歌
」
の
軽
快
な
曲
に
合
わ
せ

て
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
体
を

慣
ら
し
、
快
適
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
ス
タ
ー
ト
。

　

続
い
て
、
10
人
1
組
が
向

か
い
合
っ
て
座
り
、
小
さ
な

ボ
ー
ル
一
つ
を
右
回
し
・
左

回
し
に
、
ま
た
頭
上
で
持
ち

替
え
て
隣
人
に
～
な
ど
数
種
類

の
ほ
か
動
物
の
名
前
を
マ
ス
に

書
き
込
ん
で
始
め
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。
ゲ
ー
ム
遊
び

を
通
し
て
、
指
先
や
全
身
を
使

う
た
め
脳
が
活
性
化
。
参
加
者

同
士
も
思
わ
ず
夢
中
に
な
っ
た

り
、
笑
っ
た
り
、
助
け
合
っ
た

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
深
ま
り
、
認
知
症
予
防
に

う
っ
て
つ
け
。
終
盤
は
集
中
力

の
高
ま
り
と
笑
い
と

達
成
感
で
大
盛
り
上

が
り
！ 

楽
し
か
っ

た
よ
～
と
の
声
も
寄

せ
ら
れ
、
健
康
づ
く

り
の
最
良
の
策
と
な

り
、
ふ
れ
あ
い
や
交

流
の
場
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
、
西
京
区

役
所
を
会
場
に
毎
月
2
回
「
い

き
い
き
体
操
教
室
」
を
開
催
。

体
操
を
通
じ
て
情
報
交
換
な
ど

会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
集
い
の

場
に
も
な
り
、
集
大
成
「
健
康

づ
く
り
活
動
発
表
会
」
は
、
舞

台
へ
の
大
き
な
目
標
と
日
々
の

活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
女
性
委
員
会
　
中
村
　
洋
子
）

◆�
今
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
に
興
じ
る

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
老
い

て
く
る
と
、
あ
ち
こ
ち
に
障
害

が
で
て
き
て
身
体
の
自
由
が
う

ま
く
利
か
な
く
な
り
、
勢
い
怠

惰
に
な
り
が
ち
に
な
る
。
老
い

た
身
体
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が

い
ろ
い
ろ
と
考
え
だ
さ
れ
て
い

る
。
一
世
代
前
で
あ
れ
ば
、
大

き
な
広
場
を
必
要
と
し
な
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
全
盛
で
、
高

齢
者
が
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
ん
で

い
る
風
景
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
し
く
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
と
い
う
競
技
が
生

み
出
さ
れ
た
。
ペ
タ
ン
ク
の
よ

う
に
外
国
生
ま
れ
で
は
な
く
、

純
粋
の
日
本
生
ま
れ
の
競
技
と

言
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
若
く
し

て
興
じ
た
ゴ
ル
フ
と
の
言
葉
の

響
き
も
似
て
お
り
、
後
発
な
が

ら
、
今
で
は
兄
貴
株
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
駆
逐
し
た
感
が
あ

る
。
数
十
メ
ー
ト
ル
彼
方
に
あ

る
ホ
ー
ル
目
が
け
て
、
一
打
で

入
れ
る
技
術
は
、
老
い
の
競
技

と
は
言
え
、
相
当
の
力
と
技
量

が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
成
就
さ
れ
た
時
の
達
成
感

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
。
多

く
の
高
齢
者
が
、
今
日
も
あ
の

長
い
棒
を
振
り
回
し
て
い
る
気

持
ち
は
充
分
理
解
で
き
る
。

　

北
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
で
は

5
月
24
日
㈮
、
久
し
ぶ
り
に

宝
ヶ
池
の
大
球
技
場
で
１
８
０

名
ば
か
り
の
メ
ン
バ
ー
が
集

い
、
技
を
競
い
合
っ
た
。
当
日

は
異
常
な
高
温
で
熱
中
症
と
の

戦
い
で
も
あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
賞
も
出
現
し
大
会
に
花
を

添
え
た
が
、
成
績
の
良
し
悪
し

は
各
自
の
胸
に
秘
め
て
、
今
日

一
日
を
健
康
で
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
明
日
へ
の
活
力
に

な
れ
ば
と
期
待
し
つ
つ
家
路
に

つ
い
た
。

（
体
育
委
員
　
安
中
　
正
夫
）

西
京
区

伏
見
区

北
区
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◆
鷲
頭
様
と
め
ぐ
る
ま
ち
歩
き

　

研
修
委
員
会
で
は
、毎
年
数
回
、

元
東
山
区
長
の
鷲
頭
様
と
ま
ち
歩

き
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
29
日
に
【
祇
園

界
隈
と
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
】
2

月
26
日
に
【
北
野
天
満
宮
と
上
七

軒
】
と
題
し
て
ま
ち
歩
き
を
2
回

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
69

名
・
47
名
と
多
く
の
参
加
が
有
り

ま
し
た
。

　

10
月
は
、
祇
園
石
段
下
で
八
坂

神
社
の
歴
史
や
四
条
通
り
の
拡
幅

の
話
を
聞
い
た
後
、
祇
園
東
の
花

街
を
巡
り
、
そ
の
後
、
白
川
の
美

観
地
区
に
入
り
、
吉
井
勇
の
「
か

に
か
く
に
碑
」
で
江
戸
時
代
の
料

亭
の
状
況
や
鴨
川
の
河
原
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
四
条
通
に
戻
り
、

花
見
小
路
通
り
を
下
り
ま
す
。
現

在
、
２
０
２
６
年
春
開
業
に
向
け

て
建
設
工
事
中
の
「
京
都
帝
国
ホ

テ
ル
」
の
現
場
を
見
た
後
、
い
よ

い
よ
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
に
入
り

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
４
月
に
耐

震
改
修
工
事
を
終
え
た
ば
か
り
の

内
部
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
ま
し

た
。舞
台
に
も
上
が
る
事
が
出
来
、

床
下
の
「
奈
落
」
も
見
る
事
が
出

来
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

驚
き
ま
し
た
。

　

2
月
は
、
北
野
天
満
宮
の
一
ノ

鳥
居
で
北
野
天
満
宮
の
歴
史
や
菅

原
道
真
公
の
不
遇
の
生
涯
の
話
を

聞
い
た
後
、
上
七
軒
を
巡
り
ま

し
た
。
京
都
の
五
花
街
の
中
で

も
一
番
歴
史
が
古
く
室
町
時
代

の
足
利
義
稙
公
に
由
来
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
改
修
工
事
を
終
え

た
歌
舞
練
場
の
前
で
上
七
軒
の
歴

史
や
内
部
の
状
況
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
野
天
満
宮

の
三
光
門
を
経
て
、
国
宝
の
本
殿

に
お
詣
り
し
ま
し
た
。
梅
も
見
頃

で
天
気
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

観
光
客
も
多
い
中
で
の
実
施
で
し

た
の
で
、
参
加
者

に
ピ
ン
ク
の
ビ
ブ

ス
を
着
け
て
も
ら

い
、
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様

に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
「
ま
ち

歩
き
」
を
計
画
し

ま
す
。

（
研
修
委
員
会
　

　
田
中
　
徹
也
）

◆
菊
花
展
と
植
物
園
の
散
策

　
「
菊
花
展
と
植
物
園
の
散
策
」

と
題
し
て
、
11
月
７
日
京
都
府
立

植
物
園
に
て
菊
花
展
の
鑑
賞
と
園

内
の
散
策
を
催
し
ま
し
た
。

　

葵
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

「
菊
花
展
と
植
物
園
の
散
策
」
は
、

ク
ラ
ブ
全
体
の
行
事
と
し
て
年
に

1
回
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ク

ラ
ブ
の
皆
様
の
期
待
も
高
く
、
ほ

ぼ
会
員
の
80
％
の
方
が
参
加
申
し

込
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
の

天
気
は
暑
く
も
な
く
、
寒
く
も
な

い
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
天
候
で

し
た
。
植
物
園
に
は
、
皆
様
方
の

寛
い
だ
雰
囲
気
が
あ
り
、
と
て
も

の
ん
び
り
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
も
、
参
加
記

念
品
を
い
た
だ
き
、
園
内
を
和
気

あ
い
あ
い
と
散
策
し
な
が
ら
、
少

し
菊
花
展
の
ほ
う
は
花
が
堅
か
っ

た
の
で
す
が
、
鑑
賞
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
第
５
類
に
な
り
、
マ

ス
ク
を
取
っ
て
、
の
び
の
び
と
秋

の
香
り
を
菊
花
展
と
と
も
に
楽
し

み
ま
し
た
。

（
葵
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

佐
々
木
　
千
景
）

東
山
区

法務局からのお知らせ

預けて安心！
　　自筆証書遺言書保管制度

・�法務局（遺言書保管所）では、あな
たの大切な遺言書を 3,900円でお預
かりします。
・�遺言は、相続をめぐる紛争を防止す
るために有用な手段です。
・�ご自身の財産をご家族等へ確実に託
す方法の一つとして遺言を検討され
るに当たっては、ぜひ自筆証書遺言
書保管制度をご活用下さい。

京都地方法務局供託課
　℡　０７５－２３１－０２９５

詳しくはこちらから
法務省ホームページ

左
京
区

上七軒歌舞練場

祇園石段下
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◆
恒
例
の
楽
し
い
恵
方
詣

　

今
年
の
恵
方
詣
は
２
月
３
日
㈯
節

分
の
日
で
し
た
。
天
気
は
晴
れ
、
気

温
10
℃
で
暖
か
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
９
時
50
分
に
平
安
神
宮
前
に
集

合
。
そ
れ
ま
で
に
本
殿
に
お
参
り
。

全
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
本
殿
を

バ
ッ
ク
に
１
８
６
名
の
大
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

　

平
安
神
宮
か
ら
２
０
分
の
所
に
有

る
岡
崎
神
社
で
参
拝
。
子
宝
に
恵
ま

れ
安
産
に
な
る
と
の
信
仰
が
あ
り
、

若
い
女
性
が
大
勢
お
参
り
し
て
い
ま

し
た
。
次
に
10
分
の
所
に
あ
る
金
戒

光
明
寺
に
参
拝
。
新
選
組
の
誕
生
の

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

休
憩
の
後
、
最
後
の
真
如
堂
に
向

か
い
ま
し
た
。
道
路
は
舗
装
さ
れ
、

と
て
も
歩
き
や
す
く
、
す
ぐ
に
真
如

堂
に
着
き
ま
し
た
。
お
参
り
を
済
ま

す
と
、
赤
鬼
が
持
っ
て
い
る
南
天
で

な
で
て
も
ら
う
と
、
そ
の
年
の
厄
が

払
わ
れ
る
と
、
み
ん
な
撫
で
て
貰
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
健
康
で
幸
せ

が
一
杯
あ
り
そ
う
で
、
お
顔
が
ほ
こ

ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

真
如
堂
を
後
に
す
る
と
、
お
楽
し

み
の
「
恵
方
巻
き
」
が
待
っ
て
い
ま

す
。
馬
場
児
童
公
園
ま
で
坂
道
を
10

分
ほ
ど
下
る
と
着
き
ま
し
た
。
役
員

の
方
に
恵
方
巻
き
を
配
っ
て
戴
き
ま

し
た
。
お
友
達
と
楽
し
い
お
話
を
し

な
が
ら
、「
東
北
東
」
の
方
角
を
向

い
て
、
お
い
し
い
恵
方
巻
き
を
頂
き

ま
し
た
。
と
っ
て
も
幸
せ
な
一
時
で

し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
　
小
林
　
　
清
）

◆
令
和
6
年
度
の
総
会
を
開
催

　

令
和
6
年
5
月
24
日
㈮
、
来
賓
に

小
石
上
京
区
役
所
副
区
長
、
田
中
京

都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事

を
招
い
て
、
上
京
区
総
合
庁
舎
に
お

い
て
区
老
連
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

93
単
位
ク
ラ
ブ
の
代
表
70
名
（
委

任
状
含
む
）
に
よ
り
定
刻
の
11
時
に

開
始
。
会
長
挨
拶
、
来
賓
あ
い
さ
つ

の
後
、
規
約
に
よ
り
区
老
連
関
会
長

を
議
長
に
議
案
を
進
め
、
決
算
・
活

動
方
針
・
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
異

議
な
く
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
は
、「
会
員
の
減
少
が

続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の

み
な
さ
ん
を
笑
顔
に
で
き
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
。」
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
い

ま
ま
で
取
り
組
め
て
こ
な
か
っ
た
独

自
の
演
芸
大
会
や
作
品
展
の
開
催
、

麻
雀
大
会
や
新
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の

“
モ
ル
ッ
ク
”
の
普
及

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
活

動
方
針
が
説
明
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
規
約
の
変
更
も

行
い
ま
し
た
。
主
な
変

更
点
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

◦
名
称
変
更

　
「
京
都
市
上
京
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
の

名
称
か
ら
京
都
市
を
削

除
し
た
。

◦
会
長
の
定
年

　

満
年
齢
84
歳
を
定
年
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

◦
総
会
・
理
事
会
成
立
要
件

　

出
席
者
3
分
の
２
以
上
の
成
立
要

件
を
削
除
し
た
。

◦
会
費
、
分
担
金
の
明
記

　

算
出
係
数
を
明
記
し
た
。

　

以
上
、
会
員
の
減
少
が
深
刻
で
は

あ
り
ま
す
が
、
前
向
き
に
積
極
的
な

活
動
が
示
さ
れ
た
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
広
報
）

◆�

南
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹

介

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
に
な
っ
て
1
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

令
和
5
年
度
は
、
文
化
芸
能
祭
を

10
月
16
日
の
午
後
に
、
ア
バ
ン
テ
ィ

9
階
の
ホ
ー
ル
で
4
年
ぶ
り
に
開
催

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
出
演
者
は

コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
、
舞
踊
で
4
組
減

少
の
4
組
と
な
り
ま
し
た
が
、
観
客

数
は
約
9
割
と
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
結

果
で
し
た
。

　

令
和
6
年
度
に
な
り
、
総
会
後
の

懇
親
会
を
5
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
は
、

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ノ
ー
ム
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
初
め
て
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
で
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
総
会
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
会

話
も
は
ず
み
、
カ
ラ
オ
ケ
に
て
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
1
コ
ー
ト
、
2
ゲ
ー
ム
、

3
班
に
時
間
帯
を
分
け
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
2
コ
ー
ト
、

3
ゲ
ー
ム
、
一
斉
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
収
入
が
増
え
な
い
中
、
物

価
高
が
気
に
な

り
ま
す
。
広
報

誌
の
印
刷
代

（
用
紙
、
イ
ン

ク
代
）の
高
騰
、

喜
寿
・
米
寿
の

お
祝
い
品
の
値

上
げ
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
親
睦
会
の

ゲ
ー
ム
代
の
値

上
げ
（
1
ゲ
ー

ム
３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
）な
ど
。

　

活
動
で
は
、
女
性
委
員
会
の
手
芸

教
室
を
各
学
区
に
持
ち
帰
っ
て
の
手

芸
サ
ー
ク
ル
、
健
康
麻
雀
、
カ
ラ
オ

ケ
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
て
各
学
区
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

（
会
長
　
三
浦
　
　
明
）

中
京
区

上
京
区

南
区

平安神宮での恵方詣集合

真如堂の赤鬼

恵方巻を食べている人
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◆
車
椅
子
を
寄
贈

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
右
京
・

奉
仕
委
員
会
で
は
、
会
員
様

の
ご
協
力
の
も
と
新
年
度
の

4
月
～
翌
3
月
ま
で
の
1
年

間
を
活
動
期
間
と
し
て
「
タ

オ
ル
と
プ
ル
タ
ブ
」
の
収
集

と
配
布
業
務
が
主
た
る
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
タ
オ
ル
」
収
集
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
続
い
て
い

ま
す
。
各
学
区
で
コ
ツ
コ
ツ

集
め
た
も
の
を
年
1
回
持
ち

寄
り
、段
ボ
ー
ル
箱
詰
め
し
、

現
在
は
右
京
区
内
13
ヶ
所
の

施
設
に
各
委
員
が
訪
問
寄
贈

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。「
最
初
は
タ

オ
ル
と
し
て
貸
出
し
、
最
後

は
雑
巾
や
小
切
れ
に
し
て
使

い
切
っ
て
い
ま
す
」
と
、
大

変
喜
ん
で
頂
い
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
「
プ
ル
タ
ブ
」
も
、

年
数
回
集
め
て
袋
詰

め
し
て
業
者
に
売
却

し
、
収
益
金
で
老
人

施
設
に
毎
年
車
椅
子

1
台
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
3
台

目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
車
椅
子
寄

贈
式
は
、
令
和
6

年
5
月
21
日
に
右
京

区
役
所
会
議
室
を
お
借
り
し

て
、
京
都
市
御
室
老
人
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
続
け
て
い
け

る
事
を
励
み
に
頑
張
っ
て
い

く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　（
奉
仕
委
員
長増

田
　
昌
久
）

◆
山
科
駅
前
で
観
光
案
内

　
「
よ
う
こ
そ
山
科
へ
」
と

春
の
観
光
道
案
内
を
Ｊ
Ｒ
山

科
駅
前
で
３
月
30
、
31
日
と

４
月
６
、７
日
の
４
日
間
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
奉
仕
委
員

会
が
毎
年
春
と
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
山
科
を
訪
れ
る

観
光
客
に
便
宜
を
図
ろ
う
と

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

春
は
延
べ
70
名
の
会
員
が
午

前
と
午
後
に
分
か
れ
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

乗
換
駅
で
通
常
で
も
乗
降

客
の
多
い
山
科
駅
は
、
桜
満

開
の
時
季
と
重
な
り
列
車
の

到
着
と
同
時
に
駅
前
の
案
内

デ
ス
ク
に
は
花
見
客
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
訪
れ
、
観
光

マ
ッ
プ
と
道
順
を
記
し
た
チ

ラ
シ
で
毘
沙
門
堂
や
疏
水
を

説
明
。

　

ま
た
醍
醐
寺
や
蹴
上
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
へ
の
交
通
、
さ
ら

に
清
水
寺
な
ど
京
都
市
内
へ

の
経
路
を
案
内
す
る
な
ど
、

こ
の
事
業
を
通
じ
て
些
か
で

も
京
都
観
光
の
お
役
に
立
て

た
か
な
と
・
・
。

　

ご
多
分
に
漏
れ
ず
外
国
人

が
多
く
、
ス
マ
ホ
で
行
先
を

見
せ
て
尋
ね
ら
れ
何
と
か
単

語
を
並
べ
て
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
た
り
、「
ハ

ロ
ー
」
と
応
対
す
る
と
、「
い

や
、
私
は
日
本
人
で
す
」
と

返
答
さ
れ
て
互
い
に
笑
い
合

う
ひ
と
コ
マ
も
あ
り
、
当
世

観
光
事
情
の
一
端
を
じ
か
に

触
れ
る
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。（

広
報
　
渡
辺
　
民
雄
）

山
科
区

右
京
区

　令和 6 年 1 月 22 日㈪、大阪ガスグループ福祉財団および
京都市長寿すこやかセンターの共催で、ひと・まち交流館京
都大会議室において「健康づくり教室」を開催しました。
　第 1 部は、特定非営利活動法人健康経営研究会の岡田邦
夫先生による「快適な日常生活を送るための健康づくり～運
動と生活習慣～」と題して講演いただき、参加者は熱心に聞
き入っておられました。
　第 2 部では、大阪ガスグループ福祉財団健康トレーナーの堀江利恵先生に手ぬぐいを使った体操を
教えていただき、参加者は自身の体力にあわせ、無理のないように取組まれていました。

広告にご協賛
いただいた皆さまへ

　この度は、広報紙「すこ
やかクラブ京都」に広告の
ご協賛を賜り、誠にありが
とうございました。今後も
よりよい紙面づくりを目指
し頑張ってまいりますの
で、末永きご支援のほどよ
ろしくお願い致します。

すこやかクラブ京都


